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１
月
４
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、

火
災
予
防
の
啓
発
や
消
防
団
員
の

士
気
の
高
揚
を
目
的
に
『
消
防
出

初
め
式
』
が
市
内
８
地
域
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
市
長
や
地
域
局
長
、

市
議
会
議
員
な
ど
が
各
分
団
を
観

閲
。
揃
い
の
は
ん
て
ん
に
身
を
包

ん
だ
団
員
は
、
引
き
締
ま
っ
た
表

情
で
、
防
火
や
防
災
に
対
す
る
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
消

防
業
務
に
従
事
し
、
功
績
の
あ
っ

た
団
員
に
対
し
て
、
表
彰
状
や
感

謝
状
が
贈
ら
れ
、
今
年
の
地
域
の

安
全
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
市
の
消
防
団
員
は
約
２
，８
０
０

人
。
団
員
の
一
丸
と
な
っ
た
熱
意

が
、
横
手
の
安
全
を
支
え
ま
す
。

各
地
域
で
消
防
出
初
め
式

防
火
・
防
災
に
新
た
な
決
意
！

雪が舞う中、きびきびとした動きで分列行進に向かう
山内消防団（上・１月５日／山内体育館）
横手消防団出初め式、市長らの観閲を前にラッパの音
が会場に響き渡る（左・１月６日／けやき大通り）

大松川ダムから望むみたけ湖
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地
域
の
元
気
回
復
の
た
め
、

　
さ
ら
に
挑
み
続
け
る
一
年
に

地
域
の
元
気
回
復
の
た
め
、

　
さ
ら
に
挑
み
続
け
る
一
年
に

　
２
０
１
１
年
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新

た
な
期
待
や
抱
負
と
と
も
に
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

２
０
１
０
年
を
振
り
返
っ
て

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
春
先
の
低
温
や

夏
場
の
猛
暑
と
い
っ
た
天
候
不
順
の
影
響

で
、
減
収
や
品
質
低
下
な
ど
農
作
物
が
大

き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
、
基
幹

作
物
で
あ
る
米
に
関
し
て
は
、
作
柄
と
価

格
の
落
ち
込
み
に
加
え
、
政
府
が
参
加
国

間
の
関
税
撤
廃
を
目
指
す
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
参
加

を
検
討
し
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
経
済
・
雇

用
情
勢
に
つ
い
て
も
円
高
や
国
内
格
差
の

拡
大
な
ど
の
経
済
状
況
を
反
映
し
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
新
市
発
足
か
ら
５
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
、
10
月
２
日
に
は
市
制
施
行
５
周
年
記

念
式
典
を
開
催
し
、
『
横
手
市
民
歌
』
と

市
の
『
花
』
『
木
』
『
鳥
』
を
お
披
露
目

し
ま
し
た
。
な
じ
み
深
い
情
景
が
思
い
浮

か
ぶ
歌
詞
が
親
し
み
や
す
い
メ
ロ
デ
ィ
に

乗
せ
ら
た
市
民
歌
は
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
長
く
歌
い
継
が
れ
る

こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
の
活
躍
が
地
域
の
活
力
に

　
ま
た
、
昨
年
は
小
・
中
学
生
や
高
校
生

の
活
躍
が
地
域
に
元
気
を
も
た
ら
し
て
く

れ
ま
し
た
。
高
校
生
で
は
、
向
川
桜
子
さ

ん
（
鳳
中
学
校
‐
角
館
高
校
）
の
冬
季
国

体
優
勝
を
皮
切
り
に
、
雄
物
川
高
校
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
同
じ
く
吹
奏
楽
部
、

横
手
高
校
吹
奏
楽
部
（
マ
ー
チ
ン
グ
）
、

小
・
中
学
生
で
は
、
植
田
女
子
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
平
鹿

中
学
校
吹
奏
楽
部
（
マ
ー
チ
ン
グ
）
が
全

国
大
会
で
入
賞
し
、
地
域
に
勇
気
を
与
え

ま
し
た
。
ま
た
、
創
部
３
年
目
で
秋
の
県

大
会
準
優
勝
を
果
た
し
、
東
北
大
会
で
も

県
勢
唯
一
の
勝
利
を
上
げ
た
横
手
城
南
高

校
野
球
部
の
活
躍
も
地
元
を
沸
か
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
内
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
と
し
て
３
カ
月
間
の
イ
ベ
ン
ト
放
送
を

行
っ
た
『
よ
こ
て
に
ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト
Ｆ

Ｍ
』
や
、
新
た
な
情
報
発
信
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
る
ツ

ィ
ッ
タ
ー
で
〝
横
手
の
発
信
〟
に
取
り
組

む
Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
（
ヨ
コ
ッ
タ
ー
）

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
横
手
に
は
な
か
っ
た

情
報
発
信
源
の
活
用
が
目
立
ち
、
「
横
手

を
元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
若
い
人
た
ち

の
熱
意
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
若
い
世
代
の
活
躍
の
場
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
地
域
を
明
る
く
元

気
に
す
る
原
動
力
に
な
る
も
の
で
あ
り
、

た
い
へ
ん
心
強
く
思
う
と
と
も
に
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
牽
引
す
る
明
る
い
材
料
と

言
え
ま
す
。
特
に
、
４
月
か
ら
本
格
的
な

放
送
が
始
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
、

地
域
を
元
気
づ
け
る
だ
け
で
な
く
防
災
や

行
政
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
え
る
こ
と

の
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
に
飛
躍
と
発
展
を
期
し
て

　
今
年
は
、
秋
に
県
内
最
大
規
模
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
第

１
３
４
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
お
よ
そ
１
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
期

間
中
に
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様

を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
秋

田
わ
か
杉
国
体
や
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
、

さ
ら
に
昨
年
秋
に
は
『
よ
こ
て
黄
金
月
間

２
０
１
０
』
の
名
の
も
と
で
、
北
海
道
・

東
北
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
や
市
制
施
行
５

周
年
農
業
祭
な
ど
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を

経
験
し
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
お
も

て
な
し
の
心
と
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
運

営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
こ
こ
で
も
存
分
に
生

き
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
横
手
駅
周
辺
の
再
開
発
は
、
昨
年
10
月

に
駅
東
口
の
『
よ
こ
て
イ
ー
ス
ト
』
が
プ

レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
４
月
に
は
公

共
公
益
棟
　
Ｙ（
わ
い
わ
い
）プ
ラ
ザ
』
が

完
成
し
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
横
手
駅
の
駅
舎
本
屋
と
東
西
自

由
通
路
の
建
設
工
事
も
本
格
化
し
、
西
口

周
辺
の
環
境
整
備
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。
今
年
の
夏
に
新
し
い
駅
舎
が
完
成
す

れ
ば
、
横
手
駅
か
ら
西
側
に
も
開
か
れ
た

新
し
い
市
街
地
の
姿
が
さ
ら
に
鮮
明
に
な

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
を

実
現
す
る
べ
く
、
市
役
所
本
庁
機
能
の
集

約
化
や
県
と
の
機
能
合
体
を
こ
の
春
か
ら

実
行
に
移
し
ま
す
。
人
口
減
少
や
地
域
経

済
の
低
迷
な
ど
厳
し
い
状
況
は
ま
だ
続
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
産
業
振
興
と
雇

用
・
経
済
対
策
を
最
優
先
し
な
が
ら
、
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
資
源
の

創
出
な
ど
を
図
り
、
地
域
の
元
気
回
復
の

た
め
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に

よ
る
行
政
運
営
を
進
め
、
福
祉
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
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舎
本
屋
と
東
西
自

由
通
路
の
建
設
工
事
も
本
格
化
し
、
西
口

周
辺
の
環
境
整
備
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。
今
年
の
夏
に
新
し
い
駅
舎
が
完
成
す

れ
ば
、
横
手
駅
か
ら
西
側
に
も
開
か
れ
た

新
し
い
市
街
地
の
姿
が
さ
ら
に
鮮
明
に
な

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
を

実
現
す
る
べ
く
、
市
役
所
本
庁
機
能
の
集

約
化
や
県
と
の
機
能
合
体
を
こ
の
春
か
ら

実
行
に
移
し
ま
す
。
人
口
減
少
や
地
域
経

済
の
低
迷
な
ど
厳
し
い
状
況
は
ま
だ
続
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
産
業
振
興
と
雇

用
・
経
済
対
策
を
最
優
先
し
な
が
ら
、
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
資
源
の

創
出
な
ど
を
図
り
、
地
域
の
元
気
回
復
の

た
め
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に

よ
る
行
政
運
営
を
進
め
、
福
祉
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
１
年
が
皆
様
に
と
っ
て

す
ば
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

『
２

横
手
市
長
　
五
十
嵐
忠
悦

横
手
市
長
　
五
十
嵐
忠
悦

年頭のご挨拶年頭のご挨拶

　
本
庁
機
能
の
集
約
化
は
、
分
庁
方
式
で

生
じ
て
い
た
時
間
や
経
費
面
で
の
ロ
ス
な

ど
の
解
消
と
と
も
に
、
職
員
の
減
少
に
も

対
応
し
た
効
率
的
な
組
織
体
制
を
目
指
す

上
で
避
け
ら
れ
な
い
課
題
で
す
。

　
集
約
化
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け

少
な
い
経
費
で
実
現
す
る
た
め
に
、
南
北

庁
舎
と
そ
の
周
辺
の
既
存
施
設
を
最
大
限

に
活
用
す
る
方
針
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
南
北
庁
舎
の
ほ
か
に
横
手
庁
舎
、

水
道
庁
舎
と
か
ま
く
ら
館
に
本
庁
機
能
を

集
約
し
、
部
や
課
の
配
置
と
組
織
体
制
の

大
幅
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
県
と
の
機
能
合
体
で
は
、
重
複
す
る
業

務
や
類
似
事
業
の
一
本
化
、
県
と
市
双
方

の
職
員
の
能
力
向
上
な
ど
に
よ
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
観
光
物

産
、
商
工
労
働
、
農
林
、
建
設
、
健
康
福

祉
環
境
の
５
分
野
で
『
機
能
合
体
に
関
す

る
基
本
協
定
』
を
昨
年
12
月
20
日
に
締
結

し
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
産
業
経
済
部
の

各
課
と
建
設
部
建
築
住
宅
課
が
、
県
平
鹿

地
域
振
興
局
庁
舎
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
現
在
、
各
種
市
民
団
体
の
活
動
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
か
ま
く
ら
館

の
５
階
に
は
、
教
育
委
員
会
を
集
約
し
ま

す
。
か
ま
く
ら
館
の
利
用
団
体
の
皆
さ
ん

に
は
、
ほ
か
に
利
用
可
能
な
施
設
を
紹
介

す
る
な
ど
、
可
能
な
か
ぎ
り
ご
不
便
を
お

か
け
し
な
い
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
市
民
の
皆
様
に
身
近
な
戸
籍
や

住
民
票
、
税
関
係
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど

は
、
引
き
続
き
各
地
域
局
が
業
務
を
行
い

ま
す
。

現在の庁舎南庁舎

北庁舎

横手庁舎

県平鹿地域振興局庁舎

水道庁舎

横手保健センター

かまくら館５階

市長公室、総務課、人事課、経営企
画課、地域づくり支援課、男女共同
参画・市民協働推進室 

横手庁舎 

横手庁舎 

南庁舎 

北庁舎 

大雄庁舎 

横手庁舎 

大森庁舎他 

平鹿庁舎 

十文字庁舎 
山内庁舎他 

増田庁舎 

横手庁舎 

雄物川庁舎 

大雄庁舎他 

商業施設棟 

雄物川庁舎 
横手体育館

総務企画部

総務企画部 危機管理室、情報政策課 

選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局 

財務部 財政課、管財課、契約検査課 

監査委員
公平委員会

財務部 市民税課、資産税課、納税課

市民生活部 市民課、国保年金課、生活環境課 

建設部 建築住宅課 

総務企画部 交流センター『Ｙ （わいわい）ぷらざ』 

産業経済部 観光物産課（観光振興担当）

議　会 議会事務局 

会　計 会計課 

農業委員会 農業委員会事務局 

健康福祉部 健康推進課、健康の駅推進室 

健康福祉部 社会福祉課、子育て支援課、高齢ふ
れあい課、地域包括支援センター

産業経済部 農業政策課、農業振興課、農林整備
課、商工労働課、企業誘致室、観光
物産課、マーケティング推進課

建設部 建設監理課、道路河川課、都市計画課
上下水道部 総務課、水道課、下水道課

教育総務部 教育総務課、学校統合推進課、生涯
学習課、文化財保護課

教育指導部 教育指導課、学校教育課、スポーツ
振興課

横手駅前公共公益施設等
２

本庁機能集約化による各部課の配置（案）
組 織 の 変 更…平成23年４月１日から
各庁舎への移転…平成23年５月上旬予定

よりよい行政運営に
向けて組織を見直し
よりよい行政運営に
向けて組織を見直し
よりよい行政運営に
向けて組織を見直し

　市では、より効率的な行政運営
を実現するため、平成23年度に向
けて組織機構の見直しを進めてい
ます。　
　既存施設を最大限に活用すると
ともに、県との機能合体と併せ、
本庁機能の集約を行うほか、より
よい行政サービスを提供できる組
織体制の整備を目指します。

　市では、より効率的な行政運営
を実現するため、平成23年度に向
けて組織機構の見直しを進めてい
ます。　
　既存施設を最大限に活用すると
ともに、県との機能合体と併せ、
本庁機能の集約を行うほか、より
よい行政サービスを提供できる組
織体制の整備を目指します。

本庁機能を横手地域に集約
産業経済部は県平鹿振興局庁舎へ

本庁機能集約化の概略
１）監査委員事務局（公平委員会事務局兼務）を北庁
　　舎に移転
２）横手庁舎には、現在の福祉環境部を再編した市民
　　生活、健康福祉の両部と農業委員会を配置
３）横手市社会福祉協議会が入居していた水道庁舎に
　　は、建設部と上下水道部を集約
４）かまくら館５階には、教育委員会を集約
５）県との機能合体により、県平鹿地域振興局庁舎内
　　に産業経済部と建設部建築住宅課を配置し、行政
　　事務の効率化を図る

本庁機能集約を伴う
組織機構改革
本庁機能集約を伴う
組織機構改革
本庁機能集約を伴う
組織機構改革

監査委員事務局 

県と市との機能合体協定締結
県と市との機能合体協定締結

新春賀詞交歓会
新春賀詞交歓会

消防出初め式（大雄）
消防出初め式（大雄）

迎
春
迎
春
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教育委員会短信教育委員会短信教育委員会短信
　問合せ　教育総務課 　22-2151　問合せ　教育総務課 　22-2151　問合せ　教育総務課 　22-2151●

■12月臨時教育委員会の審議内容（12月３日）
◎横手市教育委員会委員長の選挙について承認
　小松恵里子氏を再任
◎横手市教育委員会委員長職務代理者の指定につい
　て承認
　石成千氏を再任
■12月定例教育委員会の審議内容（12月27日）
◎横手市すこやか子育て支援事業費(幼稚園)補助金
　交付要綱の一部を改正する告示について承認

12月

　

　地域の活性化と地場産業の振興を図るため、市内の地
域資源や特性を活用した特産品開発に要する経費の一部
を補助します。
◆対 象 者　市内に住所があり、市の資源や特性を活か
　　　　　　した産品づくりに熱意のある団体や個人
◆補 助 額　対象経費の２分の１以内(上限50万円)
◆申込期限　２月15日(火)
◆補助制限
　①他の機関(国、県など)から補助を受けていないもの
　②１団体・個人の申請回数は年１回
◆対象経費
　①特産品およびそのデザイン開発・改良に要する経費
　②特産品の生産・流通・販路開拓に関する調査に要す
　　る経費
　③特産品開発のための研修や人材養成に要する経費
　④特産品の製造に必要な機器等の購入費およびレンタ
　　ルに要する経費
◆申込み・問合せ　市産業経済部マーケティング推進課
　　　　　　　　　（増田庁舎内）　45-5537

補
助金
補
助金 横手市特産品開発支援事業補助金

　

　市では、病気の回復期にある子どもが保育所などでの
集団生活が困難な場合、一時的に預かる『乳幼児健康支
援一時預かり事業(病児・病後児保育)』を委託して実施
しています。※利用する場合は、事前申込みが必要です。
◆対象児童
　保護者が仕事等の都合により、家庭で保育を行うこと
　が困難な状況にある、病気回復期（感染症は除く）の
　０歳～小学校３年生の児童
◆委託(実施)保育所
　平鹿町 浅舞感恩講保育園（病後児保育室）※看護師常駐
◆定　　員　１日２人
◆利用料金
　①生活保護世帯、前年度分市民税非課税世帯　　無料
　②①を除く前年分所得税非課税世帯　　 日額1,000円
　③前年分所得税課税世帯　　　　　　　 日額2,000円
◆申込み・問合せ
　・市福祉事務所子育て支援課(大森庁舎内）　35-2133
　・平鹿地域局市民福祉課　24-1114
　・浅舞感恩講保育園　24-1148

　例えばこんなとき

＝ご利用ください！＝　

子
育て
子
育て 横手市乳幼児健康支援一時預かり事業

「子どもが熱を出したので、職場から１日休暇をもらい
病院に行きました。薬のおかげもあって翌日熱が下がり
ましたが、２～３日は自宅で療養するように言われまし
た。でも、これ以上職場を休むのはとても難しいです…。
子どもを預けられる施設はないでしょうか？」

①公営住宅
名　　称

上掵住宅
十五野住宅

名　　称
五十田団地
特定西野住宅
特定西野住宅(世帯用)

築年度
Ｓ46～
Ｓ50～

築年度
Ｈ９
Ｈ10
Ｈ10

間取り
２ＤＫ～
２ＤＫ

間取り
３ＬＤＫ
１ＬＤＫ
３ＬＤＫ

家賃（円）
7,300～
10,900～

家賃（円）
52,500～
30,000
50,000

募集戸数
５
２

募集戸数
４
１
１

◆申込方法
　市建築住宅課窓口または各地域局産業
　建設課で入居希望者本人と面談を行い
　ます。申込書に所定事項を記載し、必
　要となる書類を添付して申し込みして
　ください。（郵送不可）
　※申込者多数の場合、抽選となります。
◆申込期間　１月17日（月）～26日（水）
◆抽 選 会　２月10日（木）の予定
　※入居条件を満たす方に連絡します
◆入居予定　２月下旬
◆申 込 み  市建設部建築住宅課（横手庁
　　　　　　舎内）　35－2224、または各
　　　　　　地域局産業建設課まで（8：30
　　　　　　～17：15、土・日・祝日は除く）

住
　宅
住
　宅 市営住宅の入居者を募集します　～申込期限は１月26日まで～

地域名

十文字

地域名
平　鹿

大　森

②特定公共賃貸住宅

◆入居条件　
　公営住宅法に定める入居資格をお持ちの方が対象になりますので、
　事前に市建築住宅課までご確認ください。市ホームページからも
　確認できます。なお、家賃は所得額によって異なります。
　※暴力団員（同居を含む）は応募できません。

　

　定住自立圏構想は将来的な人口減少を見据えて地域住
民の生命と暮らしを守るため、圏域全体で必要な機能を
確保し人口の定住化を図るべく、国が積極的に推進して
いる政策です。
　市でもこの政策を実施し、具体的な計画となる共生ビ
ジョン（案）を策定しました。この計画に市民のみなさん
のご意見を可能な限り取り入れるため、意見募集（パブ
リックコメント）を実施します。たくさんのご意見をお
寄せください。
◆閲覧方法
　市経営企画課または各地域局地域振興課で閲覧するか、
　市のホームページをご覧ください。
◆意見の募集方法
　所定の様式に必要事項を記入のうえ、市経営企画課ま
　たは各地域局地域振興課へ持参・郵便・ファクス・メ
　ールで提出してください。
◆募集期間
　１月17日(月)～26日(水)【必着】
◆申込み・問合せ
　〒013-8601　横手市条里一丁目１番64号
　市総務企画部 経営企画課（本庁南庁舎）
　  35-2164、  33-6061、  kikaku@city.yokote.lg.jp

募
　集
募
　集

－ご意見を募集します－
横手市定住自立圏共生ビジョン（案）

　議会の傍聴を希望される方は、横手庁舎７階の傍
聴席に直接お越しください。なお、団体で希望され
る場合は事前に議会事務局までご連絡ください。
◆日　時　１月21日（金）午前10時から
◆場　所　横手庁舎６階議場（傍聴席は７階）
◆問合せ　市議会事務局（横手庁舎６階）　32-2535

議会を傍聴しませんか

市議会１月臨時会開催（予定）のお知らせ

　東京農業大学名誉教授で、よこて発酵
文化研究所顧問の小泉武夫氏(右)を講師
に迎え「発酵フォーラムin横手」を開催
します。当日は『スモーク（燻し）文化と
人間の知恵』というテーマで講演予定で
す。たくさんのご参加をお待ちしております。
◆日　時　１月28日（金）、午後２時～午後３時30分
◆場　所　かまくら館 ２階ホール
◆参加費　無料
◆申込み　市産業経済部マーケティング推進課（増田
　　　　　庁舎内)　45-5537
＊車でご来場の方へ
　かまくら館の駐車場には限りがあります。当日は、
　午後１時から横手武道館⇔かまくら館の無料往復シ
　ャトルバスが運行します。横手武道館前駐車場を利
　用し、シャトルバスでの移動にご協力ください。

「発酵フォーラム in 横手」開催

　申請受付終了は１月下旬を想定していますが、予算がなくなりしだい終了となります。申請は工事着手前に行い、
２月末までに工事完了の実績報告が必要になりますので、早めの申請をお勧めします。
◆問合せ  市建設部建築住宅課（横手庁舎内）　35-2224

平成22年度 住宅リフォーム補助事業

　

　市では緊急経済対策の一環として、教育資金貸付制度
を実施しています。
◆対象者
　市内に住所があり、解雇等により児童・生徒等の修学
　に係る費用の支出が困難であると市長が認める保護者
　（市就学援助の認定を受けていないこと）
◆貸付限度額　　
　１世帯当たり10万円（無利子）
◆償還期限
　貸し付けを受けた日の翌日から起算して３年以内の年
　賦償還　　
◆申込方法
　市教育委員会学校教育課または各地域局地域振興課に
　備え付けの申込用紙に必要事項を記入のうえ、申込者
　および保証人の住民票を添えて提出してください。
◆申込期限
　２月28日（月）
　この制度は平成23年３月末日で終了します。貸付可否
　の審査に日数を要しますので早めに申請してください。
◆申込み
　市教育委員会教育指導部学校教育課（雄物川庁舎内）
　  22-2152

教
　育
教
　育 横手市緊急教育資金貸付制度　

　１月中旬から２月上旬にかけて、平成23年度の健診受
診の実態を把握するため、調査票が各世帯へ郵送されま
す。漏れがないようにご記入のうえ、返信用封筒に入れ
て返信・提出してください。
◆問合せ
　・市福祉環境部保健衛生課（大雄庁舎内）　35-2185
　・各地域局市民福祉課(横手地域局は保健センター)

健
　診
健
　診

－提出にご協力ください－
平成23年度健(検)診調査票が郵送されます
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　１月１日、山内筏地区で行われた比叡
山神社大松明。約50人の参加者は、穏や
かに燃える２本の大松明（長さ５㍍）を
見上げ、今年の五穀豊穣を願いました。

　12月12日、赤坂・城野岡地区の山ノ神
神社で、同地区に約150年前から伝わる
『小屋コ焼き』が行われました。これは
木とわらを円すい状に組み上げて燃やす
伝統行事で、約20人が参加。秋の収穫へ
の感謝と翌年の豊作などを願いました。
　元来はその名のとおり、小屋の中で遊
ぶ子どもたちと、その小屋に火をつけよ
うとする若者たちとの攻防が行われ、過
去に一度開催できなかった年には、地区
内で火災が起きてしまったといいます。
　この行事を通して、地域の絆を確認し
合う城野岡地区のみなさん。炎を囲んで
寄り添う姿がとても印象的でした。　

■小屋コ焼き（横手）

■比叡山神社大松明（山内）

　旨みを活かした秀作レシピがズラリ

　シシリアンルージュのピューレジュースを使ったお菓子や料理
の出来栄えを競う『とまとｄｅコンテスト』の本戦が、12月19日
にあさくら館で開かれました。
　プロと一般の２部門に76点もの応募があり、この日は１次審査
を通過した26人が出品。どれも味や見映えはもちろん、ピューレ
ジュースの甘味やこくを活かした調理法、ネーミングもアイデア
に富んでいて、審査員の皆さんも感心しきりでした。
　審査の結果、一般部門では佐々木えみ子さん（大森）の『トマト
ウフ』に奨励賞、プロ部門では菓子店社員・高橋幸吉さん（横手）
の『キャラトマ』に応援賞、飲食店経営・佐藤直樹さん（十文字）
の『ティラミス ディ yokote』に特別賞が贈られました。

■とまとｄｅコンテスト

審査後にお互いの料理を試食しあう参加者の皆さん

Topics

■槻の木光のファンタジー（平鹿）

■けやき並木のイルミネーション（大森）

冬の夜空を彩る輝き

　平鹿町のシンボルである樹齢500年以上の〝槻の木〟
が巨大ツリーとなって夜空に浮かび上がる『槻の木光の
ファンタジー』。点灯と同時に打ち上げられた花火が彩
りを添えると、会場は拍手と歓声に包まれていました。
　今回は琵琶沼周辺もＬＥＤによりライトアップされた
ほか、平鹿中学校美術部と平成高校の生徒が作成した壁
画風絵画や、地域児童作成の絵灯篭が展示されるなど、
例年以上の輝きを見せてくれました。

　12月19日、すっかり冬の風物詩となったイベントの点
灯式が各地域で開催されました。期間中は、たくさんの
来場者が訪れ、その幻想的な空間を楽しんでいました。
※どちらの点灯も１月上旬で終了しました。

　芝桜をイメージした優しいピンクの輝きが来場者を魅
了する『けやき並木のイルミネーション』。来場者によ
る点灯のカウントダウンが終わると、14本のけやきに約
２万５千個の光の花が咲きました。また、会場では、お
しるこや芝桜うどんなどが振舞われたほか、サンタクロ
ースの登場に子ども達は大よろこび。一足早いクリスマ
スプレゼントを受け取りました。

点灯スイッチを押すと、巨大ツリーが夜空に輝きました

一足先に、サンタさんからプレゼントをもらいました

審査結果と一般部門のレシピは、『食と農からのまち
づくり』のホームページで紹介しています。
◆問合せ　市マーケティング推進課 　45-5537

シシリアンルー
ジュ

　　　　の

information
行政情報便市からのお知らせ

政情報便行
申告
相談
申告
相談 市県民税の申告相談が２月１日から始まります

申告相談会場
横手庁舎２階会議室
増田庁舎１階ホ－ル
平鹿生涯学習センター
大森庁舎３階集会室
十文字庁舎２階会議室
横手庁舎２階会議室
平鹿生涯学習センター
雄物川庁舎２階会議室
十文字庁舎２階会議室
大雄農業団地センター２階流通対策室

定員
15人
15人
15人
12人
15人
15人
15人
15人
15人
12人

開催日

２月４日(金)

２月10日(木）

財務部市民税課（横手庁舎内）
増田地域局地域振興課
平鹿地域局地域振興課
大森地域局地域振興課
十文字地域局地域振興課
財務部市民税課（横手庁舎内）
平鹿地域局地域振興課
雄物川地域局地域振興課
十文字地域局地域振興課
大雄地域局地域振興課

　32-2510
　45-5510
　24-1283
　26-2111
　42-5114
　32-2510
　24-1283
　22-2111
　42-5114
　52-2111

予約受付場所

　平成23年度の市県民税(住民税)の申告時期が近づいてきました。今号の市報と一緒に配布された『平成23年度市県
民税の申告について』や『申告相談日程表』などをご確認のうえ、３月15日(火)までに申告してください。
◆申告にあたっては、必要書類（平成22年分源泉徴収票、平成22年中の領収書または預金通帳など支払い金額や払出  
　し金額が分かるもの）を必ずご持参ください。
◆申告相談会場は、各地域局１カ所で行いますので、ご自分の地区や町内の指定日を確認し、できるだけ指定日に申
　告してください。会場は混雑が予想されますので、事業所得、医療費控除などの申告をされる方は、あらかじめ自
　分で領収書等の集計をお願いします。
◆申告書は、自分で書いて郵送することもできます。郵送の場合の送付先は、市県民税申告書が市役所横手庁舎内市
　民税課、所得税の確定申告書は横手税務署となります。

　夜間申告相談を行います
　日中に申告ができない方を対象に下記の２日にわたり、夜間申告相談を行います。夜間申告は事前予約が必要です
ので、下記手順に沿って予約してください。
◆予約期間　１月20日(木)～27日（木）、午前８時30分～午後５時15分　※土日・祝日除く
◆予約方法　定員になりしだい受付終了
　　　　　　①希望する申告会場の予約受付場所に直接電話してください。
　　　　　　②申告相談時間を指定　（ア）午後５時30分～、（イ）午後６時15分～、（ウ）午後７時～ 
◆相談日程　申告相談者の方は、予約時間の10分前までに会場にお越しください。

◆問 合 せ　市財務部市民税課(横手庁舎内)　32-2510、または各地域局地域振興課税務担当

　ｅ－Ｔａｘを利用して、国税電子申告が行えます
　横手庁舎申告相談会場にｅ－Ｔａｘ申告が利用できるパソコンを設置します。利用時には操作補助員が立ち会いま
すので、事前予約が必要となります。※初回利用者に限り５千円を限度として税額控除を受けることができます。
◆利用期間　２月８日(火)～10日(木)、２月18日(金)、２月22日(火)～25日(金)
◆利用時間　午前９時～午後４時 ※一人あたり１時間の利用となります（昼休み除く)
◆予約期間　１月20日(木)～２月18日(金)、午前８時30分～午後５時15分 ※土日・祝日除く
◆予約方法　①市財務部市民税課(横手庁舎内)に直接電話してください。
　　　　　　②市民税課職員にｅ－Ｔａｘご利用希望日時をお伝えください。
◆注意事項　＊事前に市区町村窓口で発行する『住基カード及び公的個人認証サービスの電子証明書』などの取得が
　　　　　　　必要になります。
　　　　　　＊以前にもｅ－Ｔａｘ申告を利用した方は、利用者識別番号が必要になります。
◆問 合 せ　市財務部市民税課(横手庁舎内)　32-2510
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　【国税庁内e-Taxのページ】http://www.e-tax.nta.go.jp/
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技
術
セ
ン

　
タ
ー
果
樹
試
験
場
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５
‐
４
２
２
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中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助

　
　
成
金
無
料
相
談
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社
会
保
険
労
務
士
が
、
中
小
企
業

緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
に
関
す
る
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談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

◆
日
時
／
１
月
20
日（
木
）午
後
１
時

　
〜
４
時

◆
場
所
／
秋
田
県
商
工
会
連
合
会
南

　
部
指
導
セ
ン
タ
ー
（
神
明
町
）

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
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会
保
険
労
務

　
士
会
県
南
支
部

　
　
０
１
８
７
‐
６
３
‐
４
３
１
３

　
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
の

　
　
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で

き
な
い
世
帯
に
対
し
て
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
対
応
の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ

ー
（
１
台
）
の
無
償
給
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
申
込
み
方
法
や
詳
し
い
支
援
内
容

は
、
対
象
と
な
る
世
帯
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
せ
／
総
務
省
地
デ
ジ
チ
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ー

　
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　
①
生
活
保
護
世
帯
な
ど
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
の
世
帯

　
　
０
５
７
０
‐
０
３
３
８
４
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②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

　
　
０
５
７
０
‐
０
２
３
７
２
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☆かまくらと雪の芸術作品情報☆
　　　　　　　　　～横手市観光協会から～
☆かまくらと雪の芸術作品情報☆

　　　　　　　　　～横手市観光協会から～

◆申込期限／２月４日（金）
◆発送日／２月８日（火）～10日（木）※到着日の指定は不可
◆料金／１セット2,000円（消費税・送料込）個数限定
◆セット内容／かまくら容器、雪、ミニ御幣、ミニ水神様、
　　　　　　　ミニろうそく、作り方用紙、シール

遠くにいる大切なあの人に・・・
　　ミニかまくらを贈りませんか
遠くにいる大切なあの人に・・・
　　ミニかまくらを贈りませんか

  雪まつりを目前に控え、１月26日(水)から市内各所で
かまくら職人による『かまくら』作りが始まります。
　作業時間は午前８時30分から午後５時までで、一部ロ
ーダーなどの重機を使って制作します。事故のないよう
かまくら作りを行いますので、皆様のご理解をお願いし
ます。
◆作業日程／
　１月26日から：横手公園、横手地域局前道路公園
　２月１日以降：羽黒町武家屋敷通り、二葉町かまくら通り

今冬の『かまくら』作りが始まります今冬の『かまくら』作りが始まります

  横手の雪まつりに彩りを添える『雪の芸術』を作成し
てみませんか。
【個人の部】個人または家族で制作するミニ雪像
◆申込期間／２月１日（火）～13日（日）
◆申込方法／雪像写真をメールで横手市観光協会のホー
　　　　　　ムページより指定のアドレスへ送信、また
　　　　　　は写真をかまくら館へ送付
【団体の部】２人以上で制作する大型雪像（縦×横×高
さが２ｍ以上）、制作の助成金があります
◆申込期限／２月４日（金）
◆制作期限／２月13日（日）午後４時30分
◆問合せ・申込み／横手市観光協会　33-7111　33-7113
　　　　　　　　　　yokote@yokotekamakura.com

『雪の芸術』出展作品募集！『雪の芸術』出展作品募集！

　
　
日
本
語
指
導
者
研
修

　
　（
全
３
回
）を
開
催
し
ま
す

　『
こ
れ
か
ら
始
め
る
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
』
と
題
し
、
日
本
語
指
導
法

を
学
ぶ
研
修
会
で
す
。

◆
日
時
／
１
月
29
日（
土
）・
２
月
12
日

　（
土
）・
19
日（
土
）、
午
前
10
時
〜

　
午
後
１
時

◆
場
所
／
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田
県
国
際
交
流
協
会（
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田
県
社
会
福
祉
会
館
内
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◆
参
加
費
／
無
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◆
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込
み
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秋
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国
際
交
流
協
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年
金
を
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か
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国
民
年
金
基
金
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、
老
齢
基
礎
年

金
の
上
積
み
年
金
と
し
て
給
付
を
行

う
、
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　
年
金
額
を
自
分
で
設
計
す
る
こ
と

が
可
能
で
、
掛
金
は
全
額
『
社
会
保

険
料
控
除
』
の
対
象
と
な
り
、
受
け

取
る
年
金
に
も『
公
的
年
金
等
控
除
』

が
あ
る
な
ど
、
税
制
面
で
も
優
遇
さ

れ
て
い
ま
す
。
次
の
３
つ
の
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件
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満
た
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が
加
入
で
き
ま
す
。
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国
民
年
金
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１
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保
険
者

　
で
、
保
険
料
を
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め
て
い
る
方
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内
に
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所
の
あ
る
方

　
③
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〜
60
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満
の
方
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２
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Ｗ
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Ａ
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／
２
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９
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／
２
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９
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◆
期
日
／
２
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火
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10
人
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／
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午
後
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／
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キ
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代
別
）
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種類月日・地域

１月21日(金)
横　手

１月25日(火)
十文字

２月２日(水)
横　手

実施時間
10：00～11：00
12：30～13：00
13：30～14：45
15：15～16：00
10：00～10：50
12：15～13：00
13：30～14：30
15：00～16：00
10：00～11：15
12：30～13：00
13：30～14：15
15：00～16：00

実　施　場　所
北都銀行横手西支店
横手精工㈱
東北電力㈱横手営業所
創和建設㈱
河野光学レンズ㈱秋田工場
㈱十文字サントップ
特別養護老人ホーム 憩寿園
スーパーモールラッキー
日発精密工業㈱横手工場
秋田渥美工業㈱
秋田県南トラック事業協同組合
特別養護老人ホーム ビハーラ横手

全血

献血日程

　前身の十文字体育協会の創立から40周年を迎えたことを記念
して『はばたけシャトルへの夢のせて』と題し、北都銀行バド
ミントン部・原田利雄監督による講演会を開催します。
◆日　時／１月23日(日)午後３時30分～４時30分
◆場　所／十文字南の街マルシメ『プラザ瑞雲閣』
◆入場料／無料　※申し込み不要
◆問合せ／十文字生涯学習センター   42-2067

横手市体育協会十文字支部　創立40周年記念講演会横手市体育協会十文字支部　創立40周年記念講演会 お
知

ら
せ

催　
し

ぼ
う
す
み

た
に 

ぎ

こ ん じ ゃ くこ ん じ ゃ く

ＫＯＮＪＡＫＵかまくらんど
各種ボランティア大募集！
～今と昔のかまくらを楽しもう～

ＫＯＮＪＡＫＵかまくらんど
各種ボランティア大募集！
～今と昔のかまくらを楽しもう～

　昔ながらの『鳥小屋のかまくら』『すその広いかまくら』
を制作します。
＊日　　時／２月13日（日）午前10時～午後４時
＊集合場所／横手南小学校グランド
＊持 ち 物／スコップ
＊申込期限／２月４日（金）

■昔のかまくら作りボランティア募集■昔のかまくら作りボランティア募集

■ミニかまくらロード制作ボランティア募集■ミニかまくらロード制作ボランティア募集
　横手地域局から横手幼児園付近にミニかまくらを制作し
ます。点灯作業のボランティアも募集します。
＊日　　時／２月15日（火）・16日（水）
　　　　　　午後１時30分～３時45分
＊集合場所／横手南小学校グランド
＊持 ち 物／スコップ、移植ベラ
＊申込期限／２月４日（金）

◆申込み
　（社）横手青年会議所事務局
　（横手商工会議所内）　32-1170

こ ん じ ゃ くこ ん じ ゃ く
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地域からのお知らせ 情報～information～

診 療所療所
ご確認くださいご確認ください

【増田地域】　　
　増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　　診 療 日　1月19・26日（水）
　　診療時間　14：00～15：30

【雄物川地域】　
　えがおの丘診療所
　　診 療 日　1月19・26日（水）
　　診療時間　14：30～15：30
　大沢診療所
　　診 療 日　1月24日（月）
　　診療時間　13：30～14：30

休 館日館日
横手図書館　　1月19・26日、2月1日
増田図書館　  1月17～24・31日、2月1日
平鹿図書館　  1月18・25日、2月1日
雄物川図書館　1月19・26日、2月1日
大森図書館　　1月18・25日、2月1日
十文字図書館　1月19・26日、2月1日
山内図書館　　1月15・16・22・23・29・30日
大雄図書館　　1月16・17・20・24・27・31日

雄物川資料館　　　1月17・24・31日
ゆっぷる　　　　　1月19日
ゆとり館　　　　　1月25日、2月1日
えがおの丘　　　　1月17・24・31日
大森健康温泉 　　 1月24・31日
ゆとりおん大雄 　 1月27日
南部シルバーエリア　 1月24・31日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　　　1月19・26日
　西・南部 　　　　1月15・16・22・
　　　　　　　　　 　23・29・30日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　　1月24・31日

ご確認くださいご確認ください

　

とっぴんぱらりのプー『第111回昔語りの会』
●日時／１月22日(土)午後１時30分～　●場所／こうじ
庵（鍛冶町） ●問合せ／尾形さん 　32-0630

ＮＰＯセンター『新春市民交流会』
　サキソフォンの飯塚雅幸氏を迎え、心の和む音楽と会
食を楽しむ交流会です。どなたでも参加できます。
●日時／１月22日(土)午後５時30分～ ●場所／横手セン
トラルホテル ●参加費／男性4,000円、女性3,500円 ●申込
期限／１月19日（水） ●申込み／ＮＰＯセンター 　32-2229

日本将棋連盟横手支部『１月将棋例会』
●日時／１月23日(日)午前９時30分～  ●場所／女性セ
ンター  ●参加費／会員1,000円、会員以外1,300円、学
生500円（昼食付）●問合せ／中田さん 　32-2479
　
『フットケアリンパマッサージ』無料体験会
　疲れた体をリフレッシュしませんか。
●日時／１月25日（火）・１月28日（金）、①午前10時30分～
②午後１時～ ●場所／旭ふれあい館 ※予約が必要です 
●申込み／中村さん 　090-5595-0800

十文字スワンコーラス『道の駅ウインターコンサート2011』
●日時／１月30日(日)①午前10時30分～②午後１時30分～
●場所／道の駅十文字 ●入場料／無料 ●予定曲／冬の
メドレー他11曲  ●問合せ／遠藤さん 　42-2044

プリザーブドフラワー アレンジ教室
●日時／１月31日(月)①午前10時～②午後１時30分～ ●
場所／あさくら館 ●参加費／体験レッスン2,000円、ハー
トの器アレンジ2,800円（材料代）　●持ち物／はさみ ●
申込み／藤王さん 　090-7064-5602

雪の華会『スキーフェスティバル』
　雪の華会では無料体験入会を開催します。自己申告タ
イムスラロームレースに参加してみませんか。
●日時／２月５日(土)午前10時～午後１時　●場所／横
手公園スキー場　●参加資格／55歳以上の方  ●問合せ
／横手シルバースキークラブ 柴田さん 　32-5787
　
南の館　月例市民将棋大会
●日時／２月６日(日)午前10時～ ●場所／レストラン松美

（十文字町坂の下） ●参加費／1,200円（軽食付） ●問合せ
／佐藤さん 　090-3365-2720
　

『雪まつり直前!ソフトバレーボールで ＨＯＴ ＨＯＴ!!』
　職場やサークル仲間、友だち同士で参加してみません
か。未経験の方も大歓迎です。試合終了後、昼食＆抽選
会を行います。
●日時／２月11日(金・祝日)午前９時～ ●場所／横手体
育館 ●参加費／１人1,000円（賞品・昼食代など） ●対象
／18歳以上の４～６人の男女混合チームで男性は２人まで
※当日、即席チームを編成しますので１人でも参加可能 
●申込期限／２月４日（金）※先着12チーム  ●申込み／
大森スポーツクラブさくら 　26-4073、ＮＰＯ法人よこ
てスポーツクラブ(横手体育館内）　33-2102
　
南部シルバーエリア『子どもの水泳教室参加者募集！』
●開催日時／毎週金曜日、午後４時50分～５時50分　●
場所／南部シルバーエリア ●参加費／2,000円（５回分） 
●対象／小学３年生～６年生　●申込み／南部シルバー
エリア プール担当 　26-3880
　

idobata  plazaidobata  plazaidobata  plaza
どばたプラザい

今月の一冊

・２月12日（土）午前10時30分／十文字
・２月19日（土）午後２時／増田
・２月20日（日）午前10時30分／雄物川・大森

２月のおはなし会（会場：各図書館)２月のおはなし会（会場：各図書館)

　目の病気や高齢など、本の字が見えにくい方に好評の
『大活字本』をご存知ですか。本の内容はそのままに活
字を大きくしたもので、図書館では小説をはじめ多数取
りそろえています。お近くの図書館にない本は、取り寄
せもできますので、ご相談ください。

「字が小さく本が読みにくい…」という方へ「字が小さく本が読みにくい…」という方へ

十文字第一小・十文字中合同美術展十文字第一小・十文字中合同美術展
　十文字図書館では１月22日（土）～２月６日（日）の期間、
横手市児童生徒美術展に出品した、十文字第一小学校の
全作品と十文字中学校の入選作品を展示します。

最寄りの図書館で全ての館の蔵書を借りることができます。
○問合せ 雄物川(中央)図書館　22-2300または最寄りの図書館へ

　ビジネスではマーケティングとい
う言葉がよく使われますが、その意
味は使う人や場面によって違いがあ
り複雑です。
　本書では、入社１カ月の新人ＯＬ
が、倒産寸前のイタリアンレストラ
ンの存続を賭け、売上アップの改善
企画を任されることになります。お
いしいだけのレストランはいくらで
もある…。『お客様にとっての価値』をキーワードに、
マーケティングの具体的な事例を、ドラマ感覚で分かり
やすく学べる一冊です。　　　　　　　  【大森図書館】

一般向け
・告白は12時半、辞表は金曜。／マーク・ディー・ヴィンチェンツォ〔森〕
・働く君に贈る２５の言葉／佐々木常夫〔平〕
・介護予防リハビリ体操大全集／大田仁史〔横・雄〕
・ものづくりの寓話-フォードからトヨタへ-／和田一夫〔雄〕
・松本零士未来へ翔び立つ名言集／松本零士〔増〕
・はれのち、ブーケ／瀧羽麻子〔十〕
・地のはてから 上・下／乃南アサ〔横・森〕

児童・生徒向け
・こどもお手伝い塾／辰巳渚〔増〕
・クルーの空／熊谷千世子〔十〕
・ハリウッドスターと謎のライバル／ジェン・キャロニタ〔横〕

絵    本
・はやくはやくっていわないで／益田ミリ：作・平澤一平：絵〔雄〕
・あそぼうよ／レオ・レオニ〔平・森〕

新着図書の紹介新着図書の紹介 〔　〕内は所蔵図書館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより

新人ＯＬ、つぶれかけの会社をまかされる新人ＯＬ、つぶれかけの会社をまかされる
佐藤義典＝著／青春出版社佐藤義典＝著／青春出版社

はなかい
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銀河系宇宙 ほらふき決勝大会 13：00～、雄物川コミュ
ニティセンター、入場料は白米コップ１杯

たいまつ焼き 18：00～、平鹿町上醍醐・金屋地区

三助稲荷神社梵天奉納
 10：00～、三助稲荷神社（大森町川西地区）

 急 市立横手病院（高橋晶医師） 32-5001

 児 平鹿総合病院（岡田医師） 32-5124

 法 十文字町幸福会館

    10：00～12：00、社協・十文字福祉センター 42-5858

 心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

 心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

 心 横手地域局３階

 健康相談・栄養教室 10：00～11：00、大森健康温泉

 心 十文字町幸福会館

 急 和賀胃腸科内科医院（横手） 33-7533

 児 平鹿総合病院（石橋医師） 32-5124

 行 雄物川保健センター 10：00～12：00

 法 社協・大雄福祉センター

    10：00～12：00、社協・大雄福祉センター 52-3311

 心 大森コミュニティセンター

重要文化財『波宇志別神社神楽殿』防火訓練 9：30～10：00

 法 市役所南庁舎 13：00～15：00、市総務課 35-2161

 心 雄物川コミュニティセンター

 育児相談「相談のおもちゃ箱」 15：30～、植田保育所、

 子育て支援センター 55-2255

 心 増田地区多目的研修センター

発酵フォーラム in 横手

2011大雄子どもフェスティバル

 14：00～、かまくら館、詳しくは５ページ

 13：00～、大雄交流研修館周辺

 行 横手地域局１階総合案内 13：00～15：00

 法 社協・雄物川福祉センター

    10：00～12：00、社協・雄物川福祉センター 56-2072

 心 社協・大雄福祉センター

 急 市立横手病院（西成医師） 32-5001

 児 平鹿総合病院（岡田医師） 32-5124

 法 相談予約受付開始（2/16分） 市総務課 35-2161

 心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

 法 横手地域局３階 10：00～12：00／13：00～15：00、

   社協・横手福祉センター 33-8668

 心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

障がい者総合相談会 10：00～、詳しくは８ページ
 心 横手地域局３階

 心 十文字町幸福会館4 金
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暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー

1/

総数　100,875人（-81） ／ 34,293世帯（+7）
　男　 47,954人（-38）
　女　 52,921人（-43）

横手市の人口横手市の人口

〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※12月末現在（前月末比）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

23日（日）「ヤッターマン 新ヤッターメカ大集合！
　　　　　オモチャの国で大決戦だコロン！」　 【94分】
30日（日）「千と千尋の神隠し」　　　　 　　　【124分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880
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【無料相談】  行 … 行政   税 … 税務（10：00～12：00／13：00～15：00）
      法 … 法律（要予約）    心 … 心配ごと（9：30～12：00）

【救急医療】 当 … 休日救急当番医（9：00～12：00）

      児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口 32-2111（内線8529）
 ・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心法
税

急
児

1/15　2/51/15　2/5

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　県内各地に伝わる
梵天（ぼんでん）が
秋田ふるさと村に集
結。会場では、勇壮
で華やかな梵天が披
露されるほか、基調
講演も行われます。
　午後からは毎年恒
例の『ぼんでん唄コ
ンクール』を開催。
仙北荷方節にのせ、
子どもからベテランまでが自慢ののどを競い合
います。
◆時　間／10：00～16：00
◆場　所／秋田ふるさと村ドーム劇場ほか
◆入場料／無料
◆問合せ／（社）横手市観光協会 　33-7111
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梵天の集い in 横手

■２月６日（日）

　雪と親しむことを目的に毎年開催しているイ
ベントです。会場では、ポニーの馬そりやウサ
ギとのふれあいコーナー、達人から学ぶ縄ない
体験など、雪国ならではの楽しい催しが盛りだ
くさん。ウオーキングの参加者には、豚汁と温
かい飲み物のサービスもあります。
◆時　間／９：30～受付開始
◆場　所／秋田ふるさと村周辺（第２駐車場レ
　　　　　ストハウス前に集合）
◆定　員／60人（小学生以下は保護者同伴）
◆参加費／ウオーキング参加者１人につき200円
◆申込み／市総務企画部経営企画課 　35-2164
　　　　　※申し込み期限は２月２日（水）です
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かんじきウオーキング2011
■２月６日（日）
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